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２０２３年４月２８日、私たちは錦江湾湾奥部の船
上で、ドキドキしながら水面にその影が見えてくるの
を待っていました。その影の正体とは、水深約１００
ｍの海底から上がってくるクジラの骨です。

なぜクジラの骨を沈め、また回収する？
クジラの骨は２０１３年、ちょうど１０年前に沈め
られました。
ハオリムシのなかまが生息するのは深海にある熱水
噴
ふん

出
しゅつ

孔
こう

など、硫
りゅう

化
か

水素が多い特殊な環境です。錦江湾
のサツマハオリムシがくらすのも、鹿児島県霧島市福
山町沖の若

わか

尊
みこ

海山周辺の火山ガスが噴出する硫化水素
の多い海域です。
ではなぜクジラの骨なのでしょうか。実は海底に沈
んだクジラの死

し

骸
がい

も、腐ることで熱水噴出孔と同じよ
うな硫化水素の多い状態を作り出します。死骸の皮や
肉は他の動物に食べられたり分解されたりしてすぐに
なくなってしまいますが、あとに残った骨からは長期
間にわたって硫化水素が発生します。クジラの骨をサ
ツマハオリムシの生息している場所に置くと、周囲の
ハオリムシが産んだ卵から生まれた幼生が、クジラの
骨に着生し成長します。サツマハオリムシを採集する
時には、海底から引き抜く際に傷つけてしまうことも
あります。しかし骨についたサツマハオリムシを骨ご
と回収することで、傷ついていない元気なサツマハオ
リムシを採集することができ、サツマハオリムシにダ
メージを与えることもない、というメリットがあるの
です。

なぜＲＯＶはくようで回収？
今回クジラの骨を回収するのは、無人潜水探

たん

索
さく

機
き

「ＲＯＶはくよう」です。２０１３年に沈めたクジラ
の骨は２０１６年にその一部を回収しています（本誌
７７号で紹介）。その時は水中ドローンとも呼ばれる
小型のＲＯＶ（遠

えん

隔
かく

操
そう

作
さ

型無人潜水機）で回収しまし
た。しかし今回、回収を目指す骨は大きな網に入って
いて、小さなＲＯＶでは力不足で引き上げられないこ
とが予想されます。そのため最大４５４㎏の物まで運
搬可能なマニピュレーターと呼ばれるアームを使って
作業を行うことができる、ＲＯＶはくように白羽の矢
が立ったのです。

ＲＯＶはくよう潜航開始！
今回は１０年間海底に沈めていた骨を回収する以外
に、もう１つミッションがありました。水族館の冷凍
庫に手つかずのまま残されていたクジラの骨を海底に
設置する作業です。カゴ状の容器に入れたこの新しい
骨をＲＯＶはくように乗せてサツマハオリムシの周囲
に置き、その足で海底に１０年間置かれていた骨を探
して回収する、という段取りで行うこととなりました。
いよいよ新しい骨を乗せたＲＯＶはくようが水面に
降ろされ、潜航開始です。たった５分で水深約１００
ｍの海底に到着、間もなくサツマハオリムシの群生地
も見つかりました。熟練のオペレーターの操縦によ
り、新しい骨はあっという間にハオリムシ群体の中に
降ろされました。

特 集 ～沈めてから１０年～
「ＲＯＶはくよう」によるクジラの骨回収

ROVはくよう

ROVはくようの母船　新日丸
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骨は回収できるのか？
続いて海底に沈んでいる骨の捜索です。沈めた時の
位置情報をたよりに探すこと１０分、ＲＯＶはくよ
うから送られてくる映像に骨を収納した網が映りまし
た。網は泥の中に少し埋もれ、壊れていない状態でし
た。しかし、網に付着物が付いていることもあり中の
骨まではよく見えず、ハオリムシがついているかも確
認できません。さらに網がかなり大きく、ＲＯＶはく
ようでも持って上がることは難しいため、いったんそ
の場に置いたままにすることになりました。

ハオリムシはついている？
１ダイブ目で回収しなかった網は、２ダイブ目に
ロープ付のフックをＲＯＶはくようのマニピュレー
ターを使って装着し、船のウィンチで巻き上げること
となりました。２ダイブ目の網にフックをかける作業
も順調に終わり、先に浮上したＲＯＶはくようを母船
に収容後、いよいよ骨の巻き上げです。
巻き上げ開始後まもなく、水面に網が上がってきま
した。はたして、骨にハオリムシはついているので
しょうか。クレーンで水面上に吊り下げられた網を見
ると、下面からたくさんの木の根のようなものが見え
ました。間違いなくハオリムシです。見事に骨につい
ていました。

骨についたサツマハオリムシをどうする？
その後船上で泥を落として確認すると、７０㎝程度
のハオリムシが３つの骨に２００個体ほどついていま
した。２０１６年に回収したハオリムシが２０～３０
㎝程度なので、２倍ほどの大きさに成長しています。
立派に育った１０年物の骨についたハオリムシも皆さ
まにご覧いただけるようにする予定です。

また、今回新たに海底に設置した骨の回収時期など
はまだ決まっていませんが、これまでと同様なら数年
後にはハオリムシがついているはずです。タイムカプ
セルを開ける日を待つように、沈めた骨に再び会える
日を楽しみに待ちたいと思います。� （広瀬　純）

母船内のモニターに映し出されたサツマハオリムシ群落

ハオリムシのそばにクジラの骨が入った容器をマニピュレーターで設置する 水から上がった網。根のように見えるのがハオリムシ

骨についたハオリムシ

【協力】�深田サルベージ建設株式会社
� 外房捕鯨株式会社
� 新江ノ島水族館
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がエコーの機械やプローブに慣れるトレーニン
グが必要です。２年前の繁殖期にはエコー検査
のトレーニングの時間が足りず、お腹の中の赤
ちゃんの様子をはっきりと確認することができ
ませんでした。今年はその反省からいつでもお
腹の中の赤ちゃんの様子を確認できるように、
今からトレーニングを重ねています。まずは、
２人の職員が近くに
いる状態で、アザラ
シのお腹を触る所か
らトレーニングをし
ていきます。その後
はエコーの機械やプ
ローブに慣れさせ
て、プローブでお腹
に触れるようにします。それができたら、電源
を入れた状態でプローブをあてて、アザラシの
お腹を検査することができるようになります。
２年前はプローブをあてると嫌がってじっとで
きませんでしたが、今年のゴマリンはトレーニ
ングを開始して数日でエコー検査ができるよう
になりました。

今回こそマスオとゴマリンの赤ちゃんアザラ
シに会えるでしょうか。今からとても楽しみで
す。� （綿貫凪紗）

繁殖期がやってきた
～ゴマフアザラシのエコートレーニング～

本誌９４号で、２０２１年春のゴマフアザラ
シのオスのマスオとメスのゴマリンの繁殖期の
動きについてご紹介しましたが、残念ながら赤
ちゃんアザラシは生まれませんでした。
そして２０２３年の春、再び繁殖期がやって
きました。繁殖行動は何の前触れもなく突然始
まりました。３月２４日、朝、アザラシ水槽に
入ると、交尾をしている２頭と目があいまし

た。アザラシは、
オスがメスの背後
から抱きかかえる
ようにして水中で
交尾を行います。
２年前はしっかり
とした交尾を確認
することできませ
んでしたが、今年

は一週間の間に７回も交尾を確認することがで
きました。特に３月２８日には１日に３回も確
認できました。オスはメスに逃げられないよう
に交尾の際に噛みつくことがあり、その影響で
メスが怪

け

我
が

を負うことも少なくありません。ゴ
マリンも例外ではなく、今年は鼻に傷を負って
しまいました。また、交
尾が見られていた期間に
は、マスオがゴマリンに
ちょっかいを出したり、
ゴマリンがマスオに威

い

嚇
かく

したり、逆にお互い鼻先
をくっつけたりする行動
もよく見られました。ゴ
マリンは今回の交尾で妊
娠しているのでしょうか。
実はアザラシも私たち人間と同じようにエ
コー（超音波）検査の時にエコーを出すプロー
ブを体にあてることで、お腹の中の赤ちゃんの
様子を確かめることができます。しかし、アザ
ラシは初めて見るものを近づけられたり、それ
で体を触られたりすると驚いて逃げてしまいま
す。エコー検査でプローブをしっかりあてて、
アザラシのお腹の中を確認するには、アザラシ

今年の 2頭の交尾の様子

ゴマリンの鼻の傷

２人いる状態で、お腹を触る様子

◀プローブをあてる
　トレーニングの様子
　２人いる状態では落ち
着かないため、１人は
隠れています

　（２年前のトレーニング）

エコーの機械を持っ
て、プローブをお腹に
あてるトレーニングの
様子
（今年のトレーニング）

▶
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１階：ワクワクはっけんひろば
淡水ガメ

この水槽では鹿児島の代表的な淡水ガメを紹介し
ています。でも実はもうひとつ「外来生物を知る」
という隠れたテーマがあります。私たちの周囲には
元から日本にいる在来生物とよその国から連れてこ
られた外来生物がいますが、意外とその区別はされ
ていません。外来生物が与える影響を知る人も少な

いようです。そこで在来のニホンイシガメと、外来
のクサガメを一緒に展示しています。
お客さまから「カメを飼っている」と聞くことも
あります。多いのはミシシッピアカミミガメ（ミド
リガメ）です。これは放流されたものが野生化して
増え生態系へ大きな影響を与えている外来生物の代
表格で、鹿児島市の永田川でもたくさん見られま
す。ではなぜ展示はクサガメなのでしょうか。ク
サガメは江戸時代から知られるなじみ深いカメです
が、実は大陸からの外来生物であることが２０１０
年に明らかにされま
した。ニホンイシガ
メとの交雑が可能な
ため、知らないうち
に在来のニホンイシ
ガメを絶滅させてし
まう可能性があるの
です。
その他、生息環境で見られる植物も在来と外来に
分けて展示しています。外来生物だと知らずに放流し
てしまう人が減ることは、在来生物と本来の生息環
境を守ることにつながります。水槽をのぞいたこと
がきっかけで、外来生物とその影響について興味を
持つお客さまが増えるとうれしいです。�（出羽尚子）

98. キジハタ

キジハタは最大で６０㎝まで成長する魚で、北
海道南部から九州までの日本各地に分布していま
す。赤みがかった褐色の地色にオレンジ色の丸い
斑点が体全体にあり、背びれの付け根に黒色斑が
あるのが特徴です。水深の浅い沿岸の岩礁域に生
息しており、夜行性で小型の個体は甲殻類をよく
食べ、大きくなると小魚などを食べるようになり
ます。また、自然環境では全長約４０㎝でメスか
らオスに性転換します。

キジハタは引きが強く食べても美味しいことか
ら釣りの対象魚として人気の魚です。桜島周辺の
海底は溶岩が流れ込んでできた岩礁域で、キジハ
タの恰

かっ

好
こう

のすみ家になっており、船や桜島海づり
公園などから釣ることができます。夏休みに海づ
り公園からカサゴを狙って釣りをしていたとこ
ろ、仕掛けが着底する前に竿ごと引っ張られるよ
うな強い当たりがありました。慎重にリールを巻
いた末に海面に姿を表したのは２５㎝ほどのキジ

ハタでした。嬉しさのあ
まり、緑色の目とオレン
ジ色の魚体にしばらくの
間見入ってしまいました。
キジハタは４階の水槽
で展示しています。その
美しい姿を見ることがで
きますので、ぜひ探して
みてください。
� （吉田明彦）

キジハタ

ニホンイシガメ

キジハタを釣り上げた釣り人
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タツノオトシゴ誕生の秘密

「みなさんはタツノオトシゴを知っています
か？」お客さまにこう質問すると、ほとんどの方が
「知っている」と答えてくれます。しかしちょっと
質問を変えて「タツノオトシゴがどんな生きものか
知っていますか？」と聞くと、多くの方が「知らな
い」と答えます。
不思議な見た目のタツノオトシゴですが、こう
見えて魚です。これ
だけで驚くお客さまも
多いのですが、もっと
驚かれることがありま
す。タツノオトシゴは
オス、すなわちお父さ
んが赤ちゃんを産むの
です。と言ってもタツ
ノオトシゴも他の魚同
様にメスが卵を産みま

す。ただし、卵を産む場所が少し変わっています。
オスのお腹にある育児嚢

のう

という袋の中に産むので
す。受精は袋の中で行われます。メスは卵を産んだ
ら自分の役目は終わったとばかりに去っていきま
す。その後オスは単独で袋の中の卵を保護します。
１か月ほど経つと、袋の中でふ化した赤ちゃんタツ
ノオトシゴをオスが育児嚢の外に放出します。その
様子はまるでお父さんがお腹を痛めて赤ちゃんを産
んでいるみたいです。

アクアラボコーナーでは、この一連の行動を貴重
な映像を使ってわかりやすく解説しています。解説を
聞いて「タツノオトシゴがどんな生きものか知って
いますか？」の質問に「知っています！」と答える
ようになっていただきたいと思います。�（山田守彦）

特別企画展
かごすいダイバー調査隊！

～海と生きものと海洋ゴミと～
２０２３年７月１４日（金）～１１月５日（日）

空き缶、ビニール袋、ペットボトル。海中には
さまざまな種類のゴミが落ちており、これらの海
洋ゴミはそこにすむ生きものを含む自然環境に、
あらゆる悪影響を及ぼすことで知られています。
その一方で、海洋ゴミを利用する海の生きものが
いることをご存じでしょうか。
今回の特別企画展では、海中のゴミや人工物を
すみ家や産卵場など生活の一部として利用する海
の生きものたちを、かごしま水族館のダイバー

（かごすいダイバー）たちと一緒に調査している
ような雰

ふん

囲
い

気
き

で見ることができます。
会場では、海底の空き缶やビンの中にすむ小さ
な生きもの、深海に沈んだゴミに付着する深海生
物など、多くの海の生きものがゴミを利用する様
子を紹介しています。本来は自然の岩場や海藻な
どにすむ海の生きものが、生き抜くために海洋ゴ
ミを利用する姿は変化する環境への適応力の高さ
を感じさせる反面「これでいいのだろうか？」と

深く考えさせられます。
皆さまがよく知っているあの生きもの
が、実は私たちが出したゴミを自然の海
で再利用していたという事実に意外性を
感じること間違いなし。今年の夏は「海
洋ゴミと生きもの」に注目して、かごす
いダイバーの調査をのぞいてみてはいか
がでしょうか。� （渡部　凌）

身を隠すためにゴルフボールを
利用するラッパウニ

赤ちゃんを産むのはオス

生まれたばかりのタツノオトシゴ　大きさは１㎝ほど

空きビンを巣として利用する
ミジンベニハゼのペア
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謎のウツボの正体は？
そこで、ウツボなどの細長い魚の専門家にメールで
問い合わせてみました。すると、その方も過去に同じ
ような模様の幼魚を見たことがあるようで「クモウツ
ボ」もしくはそのグループの未

み

知
ち

の種であると思われ
るが、最終的にはＤＮＡの調査もしないと何という種
か結

けつ

論
ろん

は出せないといったお返事をいただきました。
ますます正体が気になります。正体を解き明かすた
めには、実際に生命の設計図であるＤＮＡの解

かい

析
せき

をし
て調べる必要がでてきました。徳之島が含まれる奄

あま

美
み

群
ぐん

島
とう

は、最近も多くの新
しん

種
しゅ

や日本初記録の魚が発見さ
れていて、魚類の種

しゅ

多
た

様
よう

性
せい

がとても高い海域です。こ
の謎のウツボはもしかするとまだ誰も知らない種かも
しれません。徳之島の方にぶち模様の個体を送っても
らえないかお願いをしたところ、水族館の調査のため
なら、と快

こころよ

く提
てい

供
きょう

してくださいました。
そして、鹿

か

児
ご

島
しま

大
だい

学
がく

総
そう

合
ごう

研
けん

究
きゅう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

と共同で詳し
い調査をおこなった結果、謎のウツボの正体は「クモ
ウツボ」であることが分かりました。通常、クモウツ
ボは写真４のような
アメーバ状の模様を
しています。今回の
個体（写真５）のよ
うに、はっきりとし
た黒い斑点があると
いう情報は私が調べ
た限りでは見つけら
れず、クモウツボで
あることはＤＮＡ解析をすることでようやく明らかに
なったのです。クモウツボは徳之島など奄美群島の海
岸の浅場では普通にみられる種ですが、今回の個体の
模様のパターンはこれまで報告されていなかった新し
い発見かもしれません。

今回のように、身近な海にすむ魚たちでも知られて
いないことはたくさんあります。図鑑やインターネッ
トに載

の

っていることは生きものの秘密のほんの一部で
す。実際に自分自身で調べることで、分からなかった
ことが分かる瞬

しゅん

間
かん

はとても気分がいいものです。みな
さんもじっくりと生きものや自然環境を観察してみる
と、そこに大発見が待っているかもしれません。
� （中村潤平）

徳之島在住の久留竜一氏、煌大氏、暉仁氏、珠子氏には貴重な個体を提供していただきました。日比野友亮博士（北九州市立自然史・歴史博物館）には多くの助言を
いただき、出羽優凪氏（鹿児島大学大学院農林水産学研究科）と本村浩之博士（鹿児島大学総合研究博物館）にはＤＮＡ解析と標本の登録に協力していただきました。
この場を借りてお礼申し上げます。なお、徳之島産クモウツボ標本（全長７５．５㎜）はKAUM–I.�166362として鹿児島大学総合研究博物館に所蔵されています。

２０２２年２月、徳
とく

之
の

島
しま

在住の方から「捕まえた魚
の名前を教えてほしい」と問い合わせがありました。
地域の皆さまからの質問や疑問にお答えすることも水
族館の大切な仕事のひとつです。海岸で捕まえた２種
のウツボのなかまの幼

よう

魚
ぎょ

のようで、確認をするために
写真を送っていただきました（写真１）。

メールに添
てん

付
ぷ

されていた写真には、白い個体とぶち
模
も

様
よう

の個体のウツボのなかまが写っていました。白い
個体は「サビウツボ」（写真２）の幼魚であると分か
りましたが、ぶち模様の個体はよく分かりません。こ
の魚かな、と思う候

こう

補
ほ

としては、淡
あわ

い色の体に黒い斑
はん

点
てん

が並んでいることから「ニセゴイシウツボ」やウミ
ヘビ科魚類の「モヨウモンガラドオシ」（写真３）が
頭に思い浮かびましたが、どちらもしっくりきませ
ん。少し模様が違うけれど、顔の先の方が白いことは
「クモウツボ」に似ているな、とも思いましたがなん
とも言えません。専門的な図

ず

鑑
かん

や論
ろん

文
ぶん

、インターネッ
トでも調べてみましたが、ぶち模様の個体が何という
種であるか判断することはできませんでした。

写真１　メールに添付されていたウツボのなかまの幼魚２種

写真２　サビウツボ 写真５　クモウツボと判明した個体

写真４　通常の色彩のクモウツボ

写真３　ニセゴイシウツボ（左）とモヨウモンガラドオシ（右）



インド・太平洋広域に分布するフエダイ科ハチジョウアカムツEtelis carbunculusは、

高級な大型深海魚として知られています。２０２１年、本種に２種が含まれることが明

らかになり、その一方は新種Etelis boweniとして記載されました。この時、日本を含む

北西太平洋からはE. boweniの記録がありませんでした。最近、日本産ハチジョウアカム

ツの標本を再検討したところ、大隅諸島から漁獲されたハチジョウアカムツにE. boweni

が混ざっていることが分かり、２０２３年に大隅諸島産E. boweniの標本に基づき、新標

準和名オオアカムツが命名されました。両種は良く似ていますが、オオアカムツは尾鰭

上葉の先端が黒いことや主鰓蓋骨棘後端が円いことからハチジョウアカムツと見分ける

ことができます。� （鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

２０１８年、福音館書店「かがくのとも」８
月号として出版された「すいぞくかんのおいしゃさん」。今回新たにハードカ
バーとなって出版されました。かごしま水族館には約８００種の生きものがいま
すが、体重わずか２ｇのタツノオトシゴから成長すると１ｔを超えるジンベエザ
メまで、体のつくりもかかる病気もさまざまです。体に寄生虫がついたヒラメや
肺炎になったイルカをどのように治療していくのでしょうか。そんな生きものた
ちを見守るお医者さんの物語です。舞台はかごしま水族館。見覚えのある水槽や
おなじみの生きものたちも次々に登場します。ぜひ絵本とともにかごしま水族館をお楽しみください。� （大塚美加）

ゴールデンウィークの５月３日から６日まで、かつお
のぼりが泳ぐ芝生広場で、初の試みとして「ナイスハー
トカフェ」とコラボし「バスボムづくりワークショップ」
を行いました。重

じゅう

曹
そう

やクエン酸、塩、カボスエキス、
アルコールを混ぜ合わせてつくる、環境にやさしい自
然素材のバスボムで、専用の容器を振って中身を固め
ることで、小さなお子さまでも簡単につくることができます。お子さまがつくっている様子
をカメラにおさめるなど、親子連れを中心ににぎわいを見せていました。� （濵田毬華）

新型コロナウイルス感染症の
感染症法上の位置づけが、令和
５年５月８日から季節性インフ
ルエンザ等と同じ「５類感染症」
に移行しました。これにより、
マスクの着用等の感染対策は個
人の判断で行うことになります
が、すでに第９波の到来がささ
やかれています。当館では、十
分な換気や手指の消毒を引き続
き行い、お客さまに安心をお届
けし笑顔でお帰りいただけるよ
うに取り組んでまいります。
当館は５月３０日に開館２６
周年を迎えることができまし
た。これもひとえに、足を運ん
でくださったお客さまのおかげ
と心から感謝申し上げます。今
後も地域に根ざし、皆さまに愛
され親しまれる水族館を目指
し、職員一同励んでまいります
ので応援よろしくお願いいたし
ます。� （久保）
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編集後記

絵本「すいぞくかんのおいしゃさん」が出版されました

バスボムづくりワークショップ

オオアカムツ　Etelis boweni ハチジョウアカムツ　Etelis carbunculus


